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指摘事項 
 

 評価できる点 
スリランカにおける原因不明の慢性腎臓病（CKDu）の原因の一端がハンタ
ウイルスであることを明らかにし、今回の調査研究で捕獲したハツカネズミか

らウイルスゲノム全長遺伝子を同定した。これらの結果は、自然宿主の特定は

感染環を明らかにし、その防止対策を確立するために重要な成果として評価で

きる。 
 
 疑問点、改善すべき点 
今後、CKDuとハンタウイルスの因果関係の検証を継続し、ヒトへの感染の
メカニズムや人への感染のメカニズムや、対策に資する研究への発展が望まれ

る。 
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